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第３回フォーラム・学術交流会・評価委員会を開催した 

 平成２２年１２月１９日（日）、徳島文理大学香川キャンパス村崎サイメモリアルホールで「香川総合医

療教育研究コンソーシアム」の第３回フォーラムおよび学術交流会を開催した（フォーラムに１２０名、学

術交流会に１０４名が参加）。 

 フォーラム終了後、同大学香川薬学部会議室で本コンソーシアムの評価委員会を開催した。 

文部科学省 大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム 
 

香川総合医療教育研究コンソーシアム 
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  事業統括である徳島文理大学の桐野豊学長の挨拶のあと、日本病院薬剤師会の堀内龍也会長から「チーム

医療の推進 ～病院から地域へ～ 」のテーマで特別講演をいただいた。これに続き大学連携活動について、 

  ・推進委員長である香川大学医学部の上田夏生教授から、学部および大学院での共同授業などの報告 

  ・学生代表として徳島文理大学理工学部臨床工学科３年生の高畠衣里さんから、学生交流についての報告 

  ・徳島文理大学香川薬学部の飯原なおみ准教授から「電子処方箋の進捗状況」について報告があった。 

 フォーラム参加者にアンケートをとった結果、本コンソーシアムの活動は、 

  ・教育への取組みについて「有意義であった」が８８％ 

  ・研究への取組みについて「有意義であった」が７７％ 

  ・社会貢献への取組みについて「有意義であった」が７９％ 

  ・人的交流、国際交流などへの取組みについて「有意義であった」が 

   ７３％ 

との高い評価をいただいた。 

第３回フォーラム 

フォーラムの様子 

  はじめに、座長を務める各大学の教授から徳島文理大学香川キャンパス、香川大学医学部、香川県立保健医

療大学の紹介があり、次の２部構成で発表が行われた。 

  ・第１部：３大学の学生４名による研究発表 

  ・第２部：３大学の教員５名によりチーム医療の観点から各々の専門領域 

        についての研究成果の紹介 

 今年度より学際領域研究やチーム医療に対する認識・関心を学生のうちか

ら高めるため、学生も発表に加わった。 

 学術交流会終了後には、「参考になった」、「学生の発表に良い機会だ」、

「他の人も誘えばよかった」との声が寄せられた。 

学術交流会 

学術交流会の様子 

 地元医療関係団体の６名、香川県の推薦者１名、近隣大学医療系学部の推薦者３名及び連携大学の学長、

学部長等６名による計１６名の評価委員が、事前に配布した各計画に対する実施状況の資料やフォーラムの

発表内容などをもとに協議・評価した。 

 その結果、全評価委員が「文部科学省に提出している平成２２

年度の計画を滞りなく進めている」また、「文部科学省の補助期

間３年間全般を通して計画どおり行った」と評価した。そして、

「大学連携の効果が確認できたので、ぜひこれからも続けてほ

しい｣との要望をまとめた。 

評価委員会 

評価委員会の様子 
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３大学学生による大学祭 

香川大学医学部祭を連携大学の学生が一緒になって盛上げた 

 香川大学医学部祭は平成２２年１０月８日に前夜祭が開かれ、盛大かつ華やかに始まった。昨年に続き、今年も

香川大学医学部祭の医学展を連携３大学の学生が合同で開催・運営した。 

 ９日、１０日の医学展では、 

  ・３大学の学生が一緒になって、来訪者 

   の健康チェック（骨密度測定、血圧測定、 

   手洗い体験、視力検査など）を行った。 

  ・徳島文理大学香川薬学部の学生が薬 

   草茶の体験コーナーを開設した。 

 また、 

  ・ 学生たちが調査・研究した内容をポス 

    ター展示した。この展示にも徳島文理 

    大学、香川県立保健医療大学の学生 

    によるポスターが加わった。 

 薬草茶の体験コーナーには約４５０名ほどの

訪問があり、学生に健康相談を持ちかけるな

ど、学生から「薬局での患者様対応の良い勉強

になった」との声も聞かれた。 

 これらの準備に３大学の学生達が幾度も集ま

り、会議を持つなどチーム医療のベースとなる

連帯を深めた。 

健康チェック 

ポスター展示 薬草茶体験コーナー 

医学部祭 

徳島文理大学香川キャンパス「杏樹祭」を連携大学の学生が一緒になって盛上げた 

 平成２２年１０月１７日、徳島文理大学香川キャンパス大学祭（杏樹祭）で３大学の学生たちがチーム医療をテー

マに協力し合って手術室の紹介、薬局の紹介、電子処方箋の説明・実演、３大学連携の意義説明などを行った。 

  ・手術室の紹介では徳島文理大学理工学部臨床工学科の学生たちが、来訪者に模擬手術室で蘇生や電気メ 

   スなどを体験してもらった。また、いろいろな医療機器・器具を見学してもらった。特に３Ｄによる心臓バイパス 

   手術のビデオ映像を見た来訪者はリアルな手術の情景に驚いていた。心臓バイパス手術などで医学的な質問 

   が出た時は香川大学医学部の学生が応援対応するなど、チームワークを発揮していた。 

  ・電子処方箋の説明・実演では、来訪者に模擬診察室で患者さん役を演じてもらい、香川大学医学部の学生た 

   ちが医師に扮して、病気についての説明やその病気に対する薬などを電子処方箋の画面を見せながら説明 

   していた。来訪者は興味深く聞き入り、楽しそうに将来のお医者さんと話をしていた。 

 次に香川県立保健医療大学の学生たちが３大学連携事業についての説明をしながら、来訪者を模擬薬局に案

内した。来訪者と和やかに話をしながら案内している姿は、将来の看護師としてのものだった。 

 模擬薬局では徳島文理大学香川薬学部の学生たちが来訪者に電子処方箋の説明を交えながら、薬について説

明をしていた。電子処方箋は薬剤師が薬だけでなく病名や検査データを知った上で、的確な服薬指導や副作用診

断を行うもので、難しい部分もあり教員のサポートを受けながら行っていた。 

   また、模擬薬局での調剤やそのための機

器・器具などの説明や無菌調剤室を案

内・紹介した。来訪者は、これら普段見る

ことのできない設備に興味を示していた。  

 どの部屋も来訪者にあふれ、終了時間

までとても賑やかなイベントだった。学生

にとっても貴重な体験であり勉強になっ

た。 

 人手が足りない時には、大学祭のイベ

ントを見学中の大勢の学生達が自発的

に応援するなど、ほほえましい光景で

あった。 

 

模擬診察室 

電気メス体験 

蘇生体験 

模擬薬局 

模擬薬局への案内 
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３大学共同授業 

徳島文理大学理工学部臨床工学科の学生が医療情報や臨床検査、病理について勉強した 

 平成２２年１２月８日、徳島文理大学理工学部臨床工学科２年生２０名が、香川県立保健医療大学保健医療学

部臨床検査学科ならびに香川大学医学部附属病院医療情報部および同検査部を見学した。 

 香川県立保健医療大学では臨床検査に関する基礎知識や臨床検査技師の役割について講義を受け、「臨床

微生物」、「病理」、「臨床血液」の３テーマについて演習を行った。それぞれの演習で微生物検査や病理検査、

血液検査について学習し、微生物や組織、血球形態の観察を行った。 

 香川大学医学部附属病院医療情報部では「電子カルテと遠隔医療ネットワーク」について講義を受けた。ま

た、検査部では香川県立保健医療大学で学んだ検体検査の実業務を見学した。 

 今回の見学で得たことは今後の学習におおいに役立つものである。 

見学風景 

見学風景 

香川県立保健医療大学と香川大学の看護学科生が遠隔討論会を実施した 

討論会の様子 

 平成２２年１０月１８日、１９日にアルファあなぶきホールで開催された「第１５回日本看護サミットかがわ’１０」の

第１日目に香川大学医学部および香川県立保健医療大学の看護学科生が参加し、４つの分科会に分かれて聴講

した。 

  ・看護職がいきいきと働き続けられる環境づくり 

  ・看護職が主導する在宅医療 

  ・看護業務範囲の拡大 

  ・予防にいかすポピュレーションアプローチ 

 その後、１０月２６日、２大学の看護学科生が遠隔講義システムを用いて、各分科会の内容について感じ考えたこ

とを発表し意見交換した。来年度から看護師として様々なスタッフと共に働く４年生にとって、他大学の看護学生と

の遠隔討論会は貴重な機会となった。 

香川県立保健医療大学臨床検査学科の学生が香川大学医学部附属病院 

医療情報部を見学した 

平成２３年１月２５日、香川県立保健医療大学臨床検査学科３年生１８名が、香川大学 

医学部附属病院医療情報部を見学 した。  

 参加した学生の感想 

 今回、香川大学医学部附属病院で医療システムについての見学をさせてもらいました。 

 香川県内で行われている医療機関を繋ぐネットワーク(K-MIX)、このサービスは香川県が全国に

先駆けて行っている取り組みであり、インターネットを介し患者さんの情報を共有することで病院間

の読影依頼と返信が今までよりずっと速くなることが大きなメリットです。これにより地域格差の少

ない医療がいつでもどこでも提供できます。また地域連携のクリティカルパスを進めることで退院

後のサポートまで最善の医療を尽くせます。 

 医療技術の進歩に伴いそれぞれの医療職もさらに専門化され、そこでこのようなネットワークを

利用することで異職種間の連携がはかれます。 

  臨床検査技師はその連携の中で検査のエキスパートとしての立場をより確立していくべきだと思 

 い、私もその一部を担えるよう努力したいです。          臨床検査学科３年 石田 久人 
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徳島文理大学香川薬学部の学生が総合診療部の症例カンファレンスに参加した 

 ６ヶ月間の病院・薬局実務実習を終了した徳島文理大学香川薬学部５年生１５名が、アドバンスト教育の臨床

薬学コース実習として平成２２年１２月６日から１２月２０日にかけて香川大学医学部附属病院総合診療部の症

例カンファレンスに参加した。アドバンスト臨床薬学コースは、「臨床治療学」「臨床統計学」「治験業務学」の講

義と「臨床実習」で構成しており、がん薬物療法やがん疼痛治療をテーマにしたSGD（スモールグループディス

カッション）及びカンファレンス参加後のSGDで症例に関する知識を深めた。 

 カンファレンスでの薬物治療セミナーでは、分子標的薬セツキシマブの効果と遺伝子型変異、漢方薬大建中

湯の下部消化管異常に対する効果、新規経皮吸収型がん疼痛治療薬フェンタニルについて解説が行われた。

医師からは現在係わっている症例が紹介された。結腸がん患者のオキサリプラチン治療薬に関連した末梢神

経障害、食道がんの放射線化学療法中に発現した放射線肺臓炎、消化管出血による貧血・低アルブミン血症

など様々な症例について検討された。 

 カンファレンスには香川大学医学部医学科５年生も出席しており、医学生と同席して参加することでチーム医

療について考える機会となった。医学専門用語や最新の薬物療法に関する知識不足などを痛感していたが、

今後の勉強の方向性を見出すことができた。 

参加した学生からは、次のような意見が寄せられた。 

 ・医師のエビデンスに基づいた説明や質問に薬剤師にもこのような知識 

  が必要であると痛感した。抗がん剤調製業務は、医師の処方意図を理 

  解した上で行うことで調剤過誤の防止に役立つ。 

 ・QOL(quality-of-life)向上のための薬物治療では、処方意図を理解して 

  服薬指導することでノンアドヒアランス（薬を正しく飲まないこと）の防止 

  に繋がるアドバイスが可能になる。 

 ・手術適応とがん薬物療法の選択に迫られた場面で薬剤師としてどのよ 

  うに関われるのか、知識丌足と将来的な丌安を抱いたが、服薬指導を 

  行う際にこのような患者背景を理解した上で患者さんに接することが患 

  者中心の医療であることが理解できた。 

症例カンファレンス 

カンファレンス前後のＳＧＤ 

 平成２２年度後期、徳島文理大学香川薬学部３年生３名と理工学部臨床工学科３年生１名が香川大学医学部

の研究室（薬理学講座、脳神経生物学講座）などで課題実習に取り組んだ。 

 学生さんの感想 

徳島文理大学香川キャンパスの学生が香川大学医学部で課題実習に取り組んだ 

淡河君 

薬理学講座（西山成教授）の腎臓研

究グループで様々な実験を見学して

います。印象的だったのは、摘出腎臓

のスライス標本で薬理学的実験がで

きることで、今後、GFR を左右する

薬物について学びたいです。また外

国人留学生も多いので、英語を話せ

るようになりたいと考えています。 

岡田さん 

私は香川大学医学部の薬理学講座

（西山成教授）で研究させてもらってい

ます。薬理学講座の方たちは、みなさ

ん親切で楽しい方ばかりです。今は実

験の内容を幅広く理解するために、院

生の行っている研究をいろいろ見学さ

せていただいたり、一緒に実験をさせ

ていただいたりしています。私は、特に

動物を扱った実験が好きです。時間の

許す限り薬理学講座に足を運び、たく

さんのことを吸収して自分の今後の勉

強や研究に生かして行きたいです。 

藤原君 

脳神経生物学講座（板野俊文教授）

で脳虚血実験の手技を学んでいます

が、自分の失敗で動物を殺してしまう

のが心配で、ネズミと仲良くすること

を心がけています。中国からの留学

生もいるため、英会話ができるように

なりたいです。徳島文理大と香川大の

架け橋になれるよう、頑張ります。 

実習の様子 

久保田君 

香川大学医学部附属病院の透析室

で卒業研究をさせていただいており

ます。患者さんを目の前にして現場

の張りつめた様子、特に患者さんの

急変に対する対応など実際の現場が

体感できてとても勉強になります。 
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 平成２３年１月２５日、香川県立保健医療大学看護学科１年生６９名、臨床検査学科１年生２０名が香川大学医

学部の解剖実習を見学した。 

 解剖学の担当教員から献体について説明をうけたのち、黙祷を捧げて見学を開始した。最初はとまどいがみら

れたが、徐々に担当教員に質問するなどして積極的に見学をすることができた。教科書で習った臓器などは実際

の人体ではこうなっているということ、また同じ臓器も年齢や病気などで大きく変化することなどを体感でき、今後

の学習にとって大きなプラスになった。  

香川県立保健医療大学の学生が香川大学医学部の解剖実習を見学した 

香川県立保健医療大学大学院生が香川大学医学部で特別研究生として研究を行っている 

  研究生の感想 ～ ３大学連携事業「特別研究生」として ～ 

  私が、３大学連携事業の一環として香川大学医学部附属病院の細菌検査部でお世話になり始めてから７ヶ月ほど経ちま

した。この間、日常的な検査技術や知識はもちろん、細菌検査に携わる検査技師としての業務に関して実際の現場で学べ

るという貴重な経験をさせていただいていますが、まだまだ学ぶべき点がたくさんあると実感しています。その中で特に、大

学病院としての感染対策のあり方について、非常に興味を持ちました。臨床検査技師が、院内で感染制御チーム（ICT）の一

員として、得られた検査情報をいかに有効に管理・活用し、病院内での活動の幅を広げているのかということは、国家試験

のための勉強では得られなかった知識であり、より細菌検査業務の重要性を認識すると同時に、臨床検査技師として私もそ

こに携わりたいという大きな目標を得ました。現在は、ESBL（抗生物質を効かなくする特殊な酵素）の院内感染対策という

テーマで研究を進めており、残された期間、自立できる細菌検査技師、そして研究者を目指し努力したいと思います。       

                                                    大学院保健医療学研究科１年 森田 幸 

平成２２年３月２６日に締結した３大学の大学院生単位互換協定にもとづき、２２年度から香川県立

保健医療大学の大学院生が香川大学医学部で研究を開始した。 

平成２２年１０月２０日、徳島文理大学理工学部臨床工学科の３年生が香川大学医学部附属病院の心臓カテー

テル検査室を見学した。実際の検査室を見学することは、臨床工学科の学生にとって貴重な体験である。 

 参加した学生の感想 

  ・術前検査の様子などを見学させて頂き、先生方の丁寧なご指導により、冠動脈の詳細な分布と働きについて理解を深 

   めることができた。実際の現場の雰囲気、そして臨床工学技士の業務について、普段の学習では得ることのできない 

   貴重な体験をする事ができた。今回の経験を今後の学習へ結び付けていきたい。 

  ・心臓カテーテル業務を見学させて頂き、実際の冠動脈が教科書とは異なり、患者さん一人一人違うことに興味を持った。 

   そして実際に使用されている機器や器具について、またどのような状態の画像かなど模型を使って親切に教えて頂き、 

   とても勉強になった。見学を通して、心臓カテーテル業務に興味が湧き、将来は様々な業務を経験してみたいと思う。 

徳島文理大学理工学部臨床工学科の学生が香川大学医学部附属病院 

心臓カテーテル検査室を見学した 

徳島文理大学理工学部臨床工学科の学生が香川大学医学部の解剖実習を見学した 

実習見学に参加した学生たちから次のような感想や感謝の声が寄せられた。 

 ・心臓や肺などの一つ一つの臓器のつながりを観察し触れることで、解剖学で学んだことを実際の知識とすることができた。 

 ・このような実際に触れ学ぶ機会を頂けたことは、献体して下さったご本人やご遺族の方々など多く方のご厚意やご協力に 

   よるものであり、今回学んだことを今後の学習へ結び付けていきたい。 

 ・臓器の形態が個人によって異なっていることが実際に確認できた。もっと勉強しようと思った。       など 

 平成２２年１２月２２日、徳島文理大学理工学部臨床工学科２０名が香川大学医学部の解剖実習を見学した。   

 解剖実習に参加するにあたり、ご遺体やご遺族に感謝し一つでも多くのことを得ようとする気持ちが

必要である。このため、「解剖学の復習」や「解剖実習への心構え」について事前学習を行った上で

実習見学に参加した。解剖実習に参加することで、人体の構造や機能について知識を深めることは 

勿論、“献体の心”を通して生命倫理や学生としての責務について学ぶことができた。 
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３大学共同勉強会 

認定看護師教育 

 平成２２年９月２２日、香川県立保健医療大学において、著作権研究の

第一人者である放送大学ICT活用・遠隔教育センター 尾崎史郎教授をお

招きし、「教育著作権セミナー」を行った。 

 本講演は、香川県立保健医療大学のＦＤ委員会と戦略的大学連携支援

事業ワーキンググループの共催で開催したもので、遠隔講義システムを

使用して徳島文理大学香川キャンパスと香川大学医学部へ同時配信し

た。 

 講師の尾崎教授から「著作権の基礎知識として教育者が知っておきた

い著作者の権利、著作隣接権、権利の制限など」について丁寧な解説を

受けた。受講者からは、授業を休んだ学生への教材配布、教科書の図や

写真の複製による資料の作成、公開講座や学会地方会の講演における

イラストや写真の利用、講義自動収録システム運用時の著作権の問題点

などについて質問が寄せられ、尾崎教授から詳細な説明が行われた。 

香川県立保健医療大学が３大学ＦＤ講演会を開催した 

ＦＤ講習会の様子 

 平成２２年９月１日、香川大学医学部看護学科棟で「緩和ケア認定看護師教育課程」の開講式が行われた。「緩和

ケア認定看護師教育課程」は本コンソーシアムが社会人教育活動として支援しているものである。開講式では１５名

の研修生を迎え、香川大学阪本医学部長が式辞、香川大

学一井学長が祝辞を述べた。 

 また、本コンソーシアムの上野事業総括も暖かいエール

を送った。第１期の研修生１５名は平成２３年２月２３日の

修了式までの半年間の研修のあと職場に帰り、５月頃に

実施される認定看護師試験の受験に備える。 

 合格すると、認定看護師として、熟練した看護技術を用

い水準の高い看護を実践することで、看護現場の質の向

上と地域住民の健康や

生活の向上に貢献する。 

香川大学医学部で認定看護師教育が開講した 

医学部長式辞 研修生代表 研修風景 

 平成２２年１０月２２日、高松テルサで香川模擬患者フォーラムを開催し

た。  

 模擬患者（ＳＰ）とは、医療面接実習において、医療系学生を相手に患者

役を演じ、実践的な学習に協力するボランティアである。  

 はじめに、香川大学医学部附属病院 千田教授が挨拶、続いて岐阜大学

医学部 医学教育研究開発センターの藤崎和彦教授が「模擬患者（ＳＰ）の

医療人教育における役割－その現状と将来－」について基調講演を行っ

た。  

 その後、香川大学医学部 岡田教授の司会のもと、本事業の推進委員で

もある徳島文理大学 飯原准教授、香川県立保健医療大学 平木准教授、

ならびに香川大学医学部 清水教授、香川大学医学部ＳＰ研究会代表 余

島様による、「今後の臨床コミュニケーション教育の充実とＳＰ活動の認知

度向上にむけて」の一般の方々を交えた公開討論会を行った。   

香川大学が連携大学と香川模擬患者フォーラムを開催した 

飯原准教授 岡田教授 平木准教授 

藤崎教授 
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３大学国際交流 

高大連携、地域貢献など 

 平成２２年１２月１０日、ブルネイ・ダルサラーム大学から香川大学医学部を訪問中の学生８名が徳島文理大学香

川薬学部と理工学部臨床工学科を訪れ、施設見学やディスカッションを行った。 

 まず、香川薬学部の模擬薬局などの実習施設を案内し、調剤の基本や装置などについて学生が英語で説明した。

薬草園では生薬・天然物化学講座の先生方が園内を案内した。 

 続いて、理工学部臨床工学科の模擬手術室に移動した。模擬手術室には様々な医療機器があり、臨床工学科の

学生の説明のもとで、ブルネイの学生たち自らが模擬人体の脈拍や呼吸、心電図を確認し、除細動装置を操作体験

した。また、電気メスなどを実際に扱ってみた。 

 最後に、ブルネイの学生によるプレゼンテーションが行われ、ブルネイの食事や生活、ダルサラーム大学での様子

などが紹介され、興味をもった文理大学の学生が英語で質問をした。例えば、「ブルネイで人気のあるスポーツはな

んですか？」や「日本では鍼やお灸などの治療方法などもありますが、ブルネイにも独自の治療方法のようなものが

ありますか？」などの質問がでた。 

 お昼には、案内した徳島文理大学の学生７名が学生食堂でブルネイの学生を囲み話し合いながら食事をした。す

でに仲良くなっており、英語で色々な話題に花を咲かせた。  

香川大学を訪問中のブルネイの大学生が徳島文理大学香川キャンパスを見学した 

施設見学の様子 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、質疑応答の様子 

食堂での歓談の様子 

実施日 テーマ 場   所 参加者 

平成２２年 ７月３１日 希少糖を学ぼう！ 香川大学医学部   １４名 

平成２２年 ９月 ５日 ヒトの体を見てみよう！ 香川県立保健医療大学 ２３名 

平成２２年１０月１７日 ・模擬手術室で医療機器を操作してみよう！ 
・脳・神経研究の面白さを満喫しよう！ 

徳島文理大学理工学部 
徳島文理大学香川薬学部 

２３名 

 最先端の生命科学、医療技術の進歩に興味を抱いている高校生はとても多い。そこで、徳島文理大学香川薬学部

と理工学部、香川大学医学部、香川県立保健医療大学が地元高校生に対するサイエンスキャンプを企画した。 

  ・徳島文理大学理工学部は「模擬手術室で医療機器を操作してみよう！」、香川薬学部は「脳・神経研究の面白 

   さを満喫しよう！」をテーマに、 

  ・香川大学医学部は希少糖の研究が盛んなので、「希少糖を学ぼう！」をテーマに、 

  ・香川県立保健医療大学は臨床検査学に関する研究が活発に進められており、「ヒ 

   トの体を見てみよう！」をテーマに講義と実習を行った。  

 サイエンスキャンプは講師の話を受講生が黙って聞くと言う古いスタイルをやめて、

参加者が自ら体験する実習主体の構成とし、受講者と研究者との間で、十分な双方向

コミュニケーションが取れるように、質問時間もたっぷりと確保した。また、大学教員側

も平易な言葉で語るよう努めた。 

 文部科学省の戦略的大学連携事業により、香川県の医療系３大学が連携して企画・

実施できるようになったので、高校生にとってより興味深い話題を取り入れることが可

能になり、多くの地元高校生にさらなる興味を抱かせることができ、科学技術の理解増

進へとつないだ。 

高校生を対象としたサイエンスキャンプを開催した 

実習風景 



8 

電子処方箋の実証実験を開始した 

 平成２２年１１月２９日、電子処方箋の総合実証実験を開始した。実証実験は香川大学医学部附属病院と香川

県内の３７調剤薬局が参加し、実際の患者さんのご協力を得て行っており、結果を平成２３年３月にまとめる。 

 ［電子処方箋の概要］ 

  現在の処方箋（紙）は薬の処方情報しか記載されておらず、調剤薬局で的確 

 な服薬指導や健康アドバイス、さらには副作用の発見などを行うのに十分と言 

 えない。 

  このため、電子処方箋では同意した患者さんの病名や検査データなど医療 

  情報を調剤薬局の薬剤師が参照できるようにする。また、病院の電子カルテと 

  調剤薬局の端末を用いて、忙しい医師たちとの情報連携を電子的にスムーズ 

  に行うようにする。 

  将来、多くの病院がこのしくみに参加するようになれば、調剤薬局で薬の飲  

  み合わせや重複投与などのチェックも確実・容易に行えるようになる。 

  電子処方箋は病院システムと医療情報共有化システムおよび調剤薬局をイ    

 ンターネット回線で接続した電子処方箋システムを用いる。このシステムは患者さ 

 んの医療情報を扱うために厳重な情報管理が必要であり、医療情報共有化シス 

 テムをデータセンターに設置すると 

 ともにインターネット回線を暗号化す 

 るなどのセキュリティ対策を講じて 

 いる。 

  電子処方箋は本コンソーシアムが 

 めざす「地域に密着したチーム医 

 療」の分かり易いモデルであり、こ 

 の電子処方箋を学生や社会人の教 

 育・啓蒙に活用して、「チーム医療を 

 実践できる高度な医療人を養成」す 

 ることで、医療の安全性向上や住民健康管理に一層の貢 

 献をしていく。 

  現在、この電子処方箋システムを用いて、学生や薬剤師 

 に対してのセミナーや体験会を開催しており、チーム医療 

 への認識や動機づけに役立てている。 調剤薬局での電子処方箋説明の様子 

診察室の様子 

薬局の様子 

文部科学省 大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム 

香川総合医療教育研究コンソーシアム 
（徳島文理大学・香川大学医学部・香川県立保健医療大学） 

http://kp.bunri-u.ac.jp/renkei/ 

その他 

新しい医療への香川の取組みについて街頭講演を行った 

 平成２２年１２月１８日、高松市丸亀町商店街でヘルスケア・

イノベーションフォーラムが行ったイベント「日本版ＥＨＲ／ＰＨ

Ｒ構想 ～香川における医療ＩＣＴへの取り組み～ 」の中で、当

コンソーシアムの取り組みを説明した。 

 香川大学医学部附属病院長 石田先生による開会の挨拶に

始まり、徳島文理大学長 桐野先生、徳島文理大学理工学部

教授・香川大学瀬戸内圏研究センター特任教授 原先生、香

川大学医学部附属病院特命助教 山肩先生、徳島文理大学

香川薬学部准教授 飯原先生が香川県で行われている電子

処方箋などの事業を中心に新しい医療への取組みについて

講演した。  

街頭演説の様子 


